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研究背景
カーボンニュートラルの実現において、⽊材利⽤分野では廃材や間

伐材の有効活⽤が重要視されている。廃材や間伐材を繊維化・⼩⽚化
し、接着剤を⽤いて成形した⽊質ボードは、住宅や家具の建材として
使⽤されている。しかし、使⽤される接着剤に含まれる機能成分であ
るホルムアルデヒドは化⽯燃料資源（天然ガス）由来であるため、将
来的な枯渇が懸念されており、持続可能性が重視される中で、ホルム
アルデヒドの代替物質の開発が急務とされている。本研究では、この
接着剤を天然由来成分とすることで、真の⽊質ボードを製造するため
の技術に取り組んでいる。ホルムアルデヒドは接着剤だけではなく、
様々な産業でも使⽤されており、他分野におけるSDGs達成にも貢献
する。

アルデヒドは⾼反応性のホルミル基を有する
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・接着剤に含まれる機能成分
・化⽯燃料資源が原料
・将来的な枯渇が懸念
・SDGs達成には天然由来成分への代替が必要

研究成果の概要
当研究室では、⼆糖（スクロースやトレハロースなど）や多糖（デ

ンプンやデキストリンなど）を過ヨウ素酸ナトリウムを⽤いて酸化し
て得られる糖由来アルデヒド化合物を⽤いて、ホルムアルデヒドと同
様な樹脂や⽊質ボードを作製する技術を開発した。上記化合物は分⼦
内に多数のホルミル基を有している。ホルムアルデヒドやグルタルア
ルデヒドと⽐較して分⼦量が⼤きいため、不揮発性であり、健康被害
の懸念が少ないと考えられ、さまざまな⽤途での活⽤が期待される。
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糖から製造したアルデヒド化合物の構造

糖由来アルデヒドの⼀例

⽔溶液中での
化学反応

喜井 三宅

研究成果① デンプン由来アルデヒドを接着剤とした
アカマツ直交集成板

研究成果② 各種糖由来アルデヒドから作製した樹脂

研究成果③ 糖由来アルデヒドの殺菌作⽤ 従来成分との性能⽐較

まとめと今後の研究開発
糖由来アルデヒド化合物は従来成分と⽐較して同等の性能を有していることが判明した。⼀⽅、その実⽤化に向けた課
題は製造⽅法である。当研究室では、より安価で安全、かつ環境負荷の⼩さい⽅法での製造技術の確⽴に取り組んでおり、
⼤量製造技術の確⽴後は、さまざまな分野で実施例を蓄積し、事業化の⾜がかりを作りたい。


